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論文審査の要旨 

 

重症心身障害児(重心児)は低栄養に陥るリスクが高く，経管栄養を必要とすることもあ

る．しかし，必要エネルギー量を設定することは容易ではない．本論文では，重心児に

おける栄養状態について調査し，やせが強い児とそうでない児の身体測定値，血液検査

所見，筋緊張，呼吸管理方法，栄養管理方法等の臨床所見について比較検討し，低栄養

に影響を及ぼす因子を検討した．その結果，経口摂取のみの群や呼吸補助を受けていな

い群は BMI z-score が低値であった．多変量解析では，呼吸補助の有無が他の因子と比

較して有意に BMI z-score と関連があった．重心児における適切な栄養摂取量は呼吸補

助の有無を考慮して決定すべきであり，さらに定期的に再評価することによって，適切

に変更していくことが重要であると結論された． 

公聴会では、栄養状態と呼吸補助の関連性の理由，コレステロール値と投与栄養との

関連，栄養管理の目標設定，食事記録の妥当性，個々の背景因子の相違の影響，栄養指

導や地域でのサポート体制などの県内の取り組み，等に関する質問が為されたが、いず

れも的確な考察のもとに適切に回答され、学位研究の成果が認められた。 

以上より、本研究は博士（医学）の学位に値すると評価できる。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに発達・成育医学の進歩に寄与

するところが大きいと認める。 
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